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社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会
　和風の平屋が３棟建っており、中はそれぞれ違う造りをしている。
特に３ユニット目の建物は、天井を低くしており、利用者の目線を大
切にした、住み慣れた自分の家を感じる事業所である。
　利用者の希望で、佐世保にいる姉に会いに行ったり、生まれ故郷の
鹿児島に一緒に行き願いを叶えたり、と個別に希望を把握し実現しよ
うと努力している。利用者の「ずっと働いてきたので、まだ働きた
い。」という希望に応えて、利用者を店主としたカレー店は、月に２
回バザーとして開催し地域の方々にも喜ばれている。また、福祉先進
国デンマークとの研修交流で「認知症ケアの基本」と「高齢者福祉の
原則」を基に独自の理念を掲げて日々のケア実践に活かしている。

福岡県春日市原町３－１－７

１．　　自 己 評 価 及 び 外 部 評 価 結 果

4071501060 　今年で、１３年目を迎えるグループホームです。運営推進会議や、
地域の皆様に協力を頂きながらの防災訓練、小中学生との交流、地域
ネットワークへの参画、ふぁみりえでのイベントの企画などを通し
て、地域の皆様と交流しご理解のもと、ともに歩み前進させていただ
いております。
　開設当初より、福祉先進国デンマークから学んだ「認知症ケアの基
本」と「高齢者福祉の原則」を基とした独自の理念を掲げ、入居者の
皆様お一人お一人の人生の継続の支援に携わらせていただいておりま
す。入居者の皆様の重度化に伴い、医療と生活双方の尊重や、お元気
な方の求めておられる生活の質の違いに対応する難しさを課題として
感じながらも、日々丁寧にケアに当たらせていただいております。

社会福祉法人　東翔会

グループホーム　ふぁみりえ

所 在 地
福岡県大牟田市沖田町５１０

（電　話） ０９４４ー４３ー１２２３

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム　ふぁみりえ（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成25年7月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげてい
る

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事
業所自体が地域の一員として日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取
り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情や
ケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、協力関係を
築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

6 5

サンフレンズ全体として、身体拘束廃止・高
齢者虐待防止委員会を設置し、部署間相互点
検を行うなど、意識向上に努めている。ま
た、理念に基づき、日々のケアや、勉強会・
会議を利用し、各スタッフで何が身体拘束に
あたるのか考え、実践の中での気づきもお互
いに注意喚起し合っている。

身体拘束廃止委員会がある。日中は居室や玄
関の施錠は行わず、すずなどを活用している
が、全職員が意味を理解した上で使用してい
る。また、併設の他部署からの視点で意見を
もらうなどしている。ユニット内研修・外部
研修にて身体拘束に関して研修を行ってい
る。

4 3

2か月に1回、老人クラブ・民生委員・学校
長・安心介護相談員・消防団長・入居者・入
居者家族代表・スタッフで構成し、行事計画
や防災訓練に参加、改善の為の意見を頂く。
また、日々のケアについても報告、様々な意
見を頂き、実践に活かしているが、より多く
の意見をいただきサービスの向上に活かす為
に、踏み込んだ情報の発信も必要と感じる。

２ヶ月に１回定期的に開催し、利用者やサー
ビスの実際、評価への取り組み状況等を報告
している。利用者・家族・市役所・包括・学
校長・消防団・元利用者家族など毎回４０名
以上の参加があり、事業所職員も多数参加し
ている。地域からの「近隣校区での防災訓練
会議に出席して事業所と連携してほしい」と
いう要望や民生委員からの「日中独居の把握
の必要性」などの意見にも対応している。

5 4

市の認知症対策の様々な取り組みを協働し、
地域ケアからの提案も行っている。運営推進
会議メンバーの一人として、2か月に1回参加
頂き、現状報告の機会としている。あんしん
介護相談員を受け入れありのままの状態を見
て頂き、意見頂いている。また、徘徊行方不
明者の捜索協力や絵本教室へも積極的に参加
を行い、お互いに協力体制をとり、関係の構
築に努めている。

市役所職員の研修、徘徊捜索、小・中学校で
の絵本教室、あんしん介護相談員の受け入れ
等、運営推進会議以外でも行政と交流・研修
などが行われており、協力体制が整備されて
いる。

2 2

理念・ケア方針にも、地域との交流や情報発
信を盛り込んでおり、運営推進会議や地域の
お祭りなどの機会を通して、入居者と地域住
民との関係づくり・交流の場の確保に努めて
いる。駛馬南人情ネットワークの企画への参
加や、近隣の小中学校から行事への参加呼び
かけがある等、交流の場は広がっている。ま
た、日頃からの何気ない挨拶などが、地域の
防災訓練に参加を呼びかけて貰える等、交流
に繋がっていると感じる。

事業所便りを地域に配布している。地域の清
掃活動、老人クラブ主催の祭り、人情ネット
ワーク、人情巻き寿司、かっぱ祭り、公園掃
除といった多岐にわたる地域交流・参加のほ
か、保育園・小学校との交流、中学校体育祭
の見学などを行っている。また、バザーとし
て事業所内で月２回開催するカレーの店や畑
手伝いなどにも地域の方が来られ、交流して
いる。

3 ―

事業所独自の取り組みとして、月に2回カ
レーの店を行い、対応や病気の理解に繋げて
いる。また、地域貢献としても、法人主催に
より、公開講座を行い、福祉への取り組みや
知識を深めて頂く機会も年１回実施してい
る。これらのネットワークを通して、病気の
理解や支援の方法を発信しているが、まだま
だ十分とは言えない。

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

【Ⅰ　理念に基づく運営】

1 1

開設当初より、デンマークに学びながら認知
症を抱える本人を家族・地域と共に支える事
を盛り込んだ理念・ケア方針を掲げ、実践に
取り組んでいる。ケアミーティングや新人研
修、OJTを通して、日々理念・ケア方針の共
有・実践に繋げている。

事業所独自の理念があり、朝のケアミーティ
ングや新人研修、ＯＪＴなどに活用されてい
る。ただ覚えることが目的ではなく、日々の
生活の中での問題解決のヒントとして理念を
教えている。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム　ふぁみりえ（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成25年7月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待関連法について学ぶ機会を持
ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度に
ついて学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約または改定等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図って
いる

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに外部
者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く
機会を設け、反映させている

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把
握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている

12 ―

施設全体で年1回以上自己評価を行い、個々
スタッフの状況を把握・評価する機会を設け
ている。労働時間や職場環境の把握・整備に
努めている。また、施設運営委員会等を通し
て、職務状況の把握・就労条件の改善に努め
ている。各部署で年間目標・計画を立案し、
職員が目的意識や向上心をもって働けるよう
に努めている。

10 7

あんしん介護相談員の定期的な来家や運営推
進会議などの地域の方との交流の場を通して
ご本人やご家族が外部の方に表せる機会を設
けている。また、家族会や来家時に意見交換
を出来る機会を作るようにして運営に役立て
ている。

利用者が運営推進会議に参加しており、直接
意見を言う機会があり、「サツマイモやトマ
トを植えたい」「寿司が食べたい」などの意
見をできるだけ反映させている。家族会以外
に、家族介護教室を３ヶ月に１回開催した
り、勉強会・文化祭・昼食交流会・運動会な
どを開催し、利用者・家族との交流をできる
だけ多くもつようにしている。

11 8

各ユニット職員の意見や提案をリーダー会議
で検討したり、全体の運営会議や個別的にも
意見交換の場を設けている。上司の意見が絶
対ではなく、皆の意見を交わせる雰囲気を
作っている。多くの視点で入居者の生活を支
えられるよう、スタッフ間でのコミュニケー
ションを図るよう努めている。

ユニット会議・リーダー会議・全体会議を定
期的に開催しており、各ユニットはスタッフ
の意見をまとめ、リーダー・サブリーダーは
現場の意見を聞く体制をつくるなど、意見が
出やすい環境ができている。突発的な職員の
異動などはなく、基本的に引き継ぎの期間を
１ヶ月間とっている。

8 6

職員の理解が深まるよう施設全体の身体拘束
廃止委員会により、権利擁護に関する勉強会
をしたり、地域包括支援センターとの連携に
より、新人教育や現認教育の中で、日々の権
利擁護及び成年後見人制度の学習をしている
が、実践の中で事例が少なく、実際の対応力
としては不十分さを感じる。

管理者研修や地域包括支援センター主催の勉
強会、実践塾、弁護士による研修会など、権
利擁護に関する内部・外部研修に定期的に参
加するようにしている。日常生活自立支援事
業・成年後見制度などの実例はないが、職員
間で日頃から検討し合いいつでも活用できる
よう体制づくりをしている。

9 ―

契約においては、ホーム長・管理者を中心に
十分時間をかけ説明、理解・納得を図ってい
る。また、利用中に介護報酬改定があった場
合も、文書にて説明・納得いただいている。
入居後も必要に応じて、時間を設け理解が深
まるよう対応している。また、退去される際
にも、退去後のフォローアップ等対応に努め
ている。

7 ―

身体拘束と同様、委員会を設置し、虐待を議
題に挙げ、身体的だけでなく精神的虐待につ
いても、スタッフが正しく理解できるよう努
めている。日々のケアの中で、入居者の状態
観察を行い、身体的変化に気をつけながら、
無意識にでも行っていないか、虐待の可能性
がないか再確認をし、もっと意識を高めてい
く機会を増やす必要がある。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム　ふぁみりえ（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成25年7月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっては
性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにしてい
る。

また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮して
い生き生きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が十分
に保障されるよう配慮している

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、利用者に対する人権を尊重する
ために、職員等に対する人権教育、啓発活動に取り組んでい
る

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を
把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作り、
ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めてい
る

17 ―

自宅訪問・体験利用や通所を行い、入居前か
ら本人との交流を図ることで、馴染みの関係
づくりに努めている。本人の訴えに耳を傾け
情報シートに落としスタッフ間で共有、不安
の軽減に努めている。また、人生史質問リス
トや人生史を活用し、出来るだけ本人理解の
為の情報収集を行っている。

18 ―

相談の段階から家族と話す時間をより多く持
ち、意向などを伺っている。また、入居前に
はご自宅を訪問し、ご家族との暮らしの在り
方を教えて頂くと共に、利用者の姿・嗜好を
伺っている。入居後も、出来るだけ暮らしの
様子を家族へ連絡行い、意見や要望を話て頂
く機会づくりとしている。

16 ―

グループホーム協議会や認知症ケア研究会の
活動、実践報告会に参加することにより、意
見交換する場や学ぶ機会を作っており、お互
いにサービスの向上に取り組んでいる。はや
め人情ネットワークや徘徊ネットワークを通
して、地域の同業者としての協同が得られて
いる。

【Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援】

14 10

勉強会や職員全体研修会などで常に東翔会の
基本理念である「人権の尊重」や「ノーマリ
ゼーション」の思想の啓発を図ったり、法人
独自の長年に渡るデンマーク研修に、積極的
に職員を派遣するなどして、人権教育に力を
入れている。また、職員だけでなく、ボラン
ティアや他事業所、住民への啓発も行ってい
る。

法人全体での新人研修で人権の尊重について
説明し、人権に関する外部・内部研修を実施
している。デンマークへの海外研修において
は、ノーマリゼーションについて学ぶ機会を
設け、研修交流を通して職員間でも検討し合
い研鑽に努めている。また、ボランティアや
地域住民への啓発活動も行っている。

15 ―

グループホーム協議会の全体研修やブロック
研修、認知症ケア研究会、認知症実践者研
修、リーダー研修、管理者研修への参加を含
め職員1人1人に応じた研修を計画して行って
いる。

13 9

常に人権の尊重や公平性を意識し採用にあ
たっている。また、個々の性格・特徴・特技
にも目を向け、職員一人一人がやりがいを持
ち生き生きと働ける職場づくりを心掛けてい
る。

性別・年齢等で区別することはなく、公平な
選考を行っており、職員の社会参加・自己実
現が保証されるよう配慮している。採用にあ
たっては、面接時に３０分から１時間ほど現
場に入ってもらうことで、その方がどのよう
な方か理解するための参考にしている。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム　ふぁみりえ（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成25年7月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らしを
共にする者同士の関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人と家
族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係
が途切れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用
者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を
大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

23 ―

食事や共有スペースで過ごされる際の位置関
係に、お一人お一人の時々の心身状況を見極
めながら配慮し、時にスタッフが間に入り、
共にケアし合いながらよりよい関係を保てる
よう努めている。アクティビティやよりあい
の時間を通して、入居者同士支え合える時間
の確保も出来ている。お一人お一人の力を信
じ、過干渉になりすぎてはいけないという視
点を持ち見守りを行っている。

24 ―

入院により退居となっても、定期的に訪問
し、ご家族・病院スタッフとも情報交換して
いる。また、退去後、ご家族が遠方の方には
洗濯物の交換など、できる範囲で支援してい
る。家族会・運営推進会議に出席頂いたり、
亡くなられた場合にも、お墓参りに行かせて
頂き継続して関わる機会としている。

21 ―

こまめに家族へ連絡を入れたり、来家された
際に、日常の報告を行っている。入居前から
の家族間行事や習慣を、入居後も継続できる
よう計画・実現している。また、日常的に話
題にあげ、離れていても近くに感じられるよ
う配慮すると共に、来家時に過ごす空間づく
りにも配慮している。症状の進行や変化を捉
えながら、どのような時期であってもお互い
の絆が深まるよう努めている。

22 11

入居後も、自宅に帰り過ごして頂く帰宅支援
を行ったり、生まれ故郷や長く生活された地
域を訪れる旅行の計画を立てているが、機会
が少なかったと感じている。最近は気候もよ
くなり、少しずつ実行に移せている。また、
手紙や電話の支援、美容室の利用など、でき
るだけ馴染みの方との関わりや習慣が継続で
きるようケアプランに盛り込み支援してい
る。

馴染みの美容室の利用のほか、週１回自宅に
帰り夫婦で過ごす時間を作ったり、生まれ故
郷の鹿児島に連れて行ったり、佐世保にいる
姉に会いに行くなど、利用者一人ひとりのゆ
かりの地に一緒に出かけている。また、隣近
所や家族と一緒に花見をしたり、仕事仲間の
集まりに毎年参加している。

19 ―

ケアマネやソーシャルワーカーとホーム長・
管理者・ユニット担当者が十分に話し合い、
利用者・家族のニーズの検討を行うと共に、
スタッフ間でもこまめに話合い、ご本人の要
望に沿ったサービスの提供が出来るよう努め
ている。また、他のサービス利用のニーズに
ついてはリハビリや訪問看護、かかりつけ
医、ケアマネ、看護師と連携している。

20 ―

日々の生活の場で、理念に基づき、人対人の
関係性を持ち共に生活している。また、人生
の先輩として、敬う心を忘れず、共に支え合
う関係づくりに努めると共に、馴れ合いにな
りすぎないよう注意しているが、十分とはい
えない。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム　ふぁみりえ（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成25年7月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めて
いる。困難な場合は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これ
までのサービス利用の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現
状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

　本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見
やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作成してい
る

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録
に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの
多機能化に取り組んでいる

30 ―

自宅への帰宅支援や馴染みの場所への外出な
ど、本人の希望が実現できるよう計画し、家
族にもご理解・ご協力いただきながら実行し
ている。また、本人ニーズにこたえ、母体施
設の訪看やPTによるリハビリを取り入れたり
している。

28 13

プラン用紙は独自の様式にて、担当制をはか
り人生・生活・習慣に目を向け、アセスメン
ト・プランニングを行っている。スタッフ間
でのケアカンファレンスを活用し、プランの
評価や変化点を捉えたスタッフそれぞれの気
づきを共有・反映させている。また、家族へ
も説明・了解頂き、追加・修正を行ってい
る。

入居時に家族などの協力で、その人独自の
（生活歴・習慣・価値観・24時間）シートを
作成し、利用者本人や家族からは日頃の関わ
りのなかで思いや意見を聞きとるほか、関係
者の意見などを反映させている。定期的に全
職員で意見交換・モニタリング・カンファレ
ンスを行い、３ヶ月に１回、また状態変化や
状況に応じて見直しを行い本人本位の介護計
画を作成している。見直した際は、その都
度、ご家族へ報告している。

29 ―

日々記録には、変化点を必ず記入するよう努
めると共に、業務に入る前に記録を確認する
事で、面の関わりとなるよう努めている。ま
た、スタッフ間でコミュニケーションを密に
行うよう意識し合い情報の共有を図ってい
る。変化が著しい場合においてはミニミー
ティングを実施し記載している。薬の変更
等、伝達ノートを活用し、確実に実行出来る
よう努めている。プランの見直しの際には、
記録を参照し計画期間の実践に基づいたカン
ファレンスを行っている。

26 ―

入居時に生活史シート・質問リストを作成。
本人のこれまでのフォーマル・インフォーマ
ル両方の資源の把握に努め、情報の共有を図
りながら、初期の段階から本人理解に努めて
いる。また、ケアマネ・家族と情報交換を行
うと共に、入居前の本人の生活状況・状態な
どの情報を得るようにしている。

27 ―

これまでの生活習慣や生活リズム、疾患を把
握。出来るだけGHでも継続できるよう支援し
ている。また、本人の出来る事・出来ない
事、出来にくくなりつつある事等、変化点を
捉え少しでも把握できるよう、他職種間での
ケアミーティングや記録、会話を通し、多面
的な本人像の把握に努めながら、出来る事に
視点を置き支援している。

【Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント】

25 12

ケアプランの中の生活史シート等を活用し、
これまでの生活の継続に努めると共に、日常
的な関わりを通して表情・言葉等から気持ち
を読み取り、記録に落とし共有・実践してい
る。また希望の汲み取りが難しい方は家族に
も相談している。変化点を捉え、スタッフ間
にてその都度ミニミーティングを行い記録に
落とし、スタッフ間で共有しながら本人の思
いの実現に努めている。

生活史シートなどの活用や言葉によるコミュ
ニケーションだけでなく、今までの関わりの
積み重ねで目の動きや表情で汲み取り、一瞬
一瞬を大切にしようとしている。また、毎
朝、その日一日の計画と翌日の朝食までを利
用者と一緒に決めるようにしている。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム　ふぁみりえ（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成25年7月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人
が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと
ができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られ
たかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、
職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から
本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けてい
る

36 ―

緊急時対応マニュアルを作成しており、全体
に周知している。また、法人全体でも、年1
回救急対応勉強会を開き、AEDの使用や心肺
蘇生についての対応力向上に努めている。
ミーティング時やスタッフ間でのコミュニ
ケーションにおいて注意喚起し対策を示し対
応にあたっている。

34 ―

入院時においては、看護・介護サマリーを提
供すると共に、口頭でも本人像の説明や習慣
について詳しく情報提供行い、リロケーショ
ンダメージの軽減に繋がるよう配慮してい
る。また、入院中も頻回にお見舞いに行き、
病院スタッフとコミュニケーションを図りな
がら、退院へ向けて情報収集を行っている。

35 15

変化点を捉え、状態に合わせて家族・主治医
とも十分に話し合いを重ね複数回に渡って確
認書を交わし、支援のあり方について共有し
ている。また、見取り支援の指針もあり、本
人の希望や思いを汲み取ると共に、重度化・
見取りとなっても、本人・家族の希望を最大
限尊重している。しかし、GHでの限界点もあ
る為、その部分に関してもご理解・ご協力い
ただきながら、出来る範囲内で希望に沿い最
期まで本人らしく安心して過ごして頂けるよ
う最善を尽くしている。

利用開始時に重度化や終末期に対する本人・
家族の意向確認を行い、事業所の対応方針を
明確に説明をしている。状況変化に応じ、看
取り支援に関する確認書を関係者で交わし、
文章による意思確認を行う。また、関係者で
何度も話し合って合意を図り、全員で方針を
共有し、最善の支援に努めている。

32 14

入居時に、本人のかかりつけ医を決定してい
る。かかりつけ医とは、情報交換を密に行
い、定期的に往診・受診してもらっている
が、新入居に伴いこれまで関係の築けていな
い医療機関のDr.・Nsとの関係の構築という
部分に薄さを感じている。状態変化や緊急時
における対応については、かかりつけ医に連
絡・相談・指示を仰ぎ、その後の対応に努め
ている。

本人・家族が希望するかかりつけ医となって
いる。基本的には家族同伴の受診となってい
るが、家族の希望で看護職員が受診の付き添
いを行い、受診結果を家族に連絡し情報共有
している。かかりつけ医や認知症の専門医、
歯科医や医療機関の受診・往診の際は、状態
の報告を行い、適切な医療が受けられるよう
に支援している。

33 ―

GHでは、各ユニットスタッフに1人ずつNs資
格を有するケアスタッフがいる。また、看護
専門のNsも在籍している。日々の生活の中で
気づいた事に対し、職種にとらわれず、ス
タッフがお互いに情報提供・共有しながら、
入居者の健康管理・医療活用の支援を行って
いる。また、隣接する施設Nsとも協働を図
り、緊急時の対応や訪看等、活用している。

31 ―

運営推進会議や防災訓練・餅つき、そうめん
流しなどGHでの行事には、地域住民の方にも
協力していただき、地域と共にある暮らし・
交流の場づくりとしている。また、人情ネッ
トワークや小中学校の生徒・先生との交流を
活用し、GHの中だけで暮らしを完結せず地域
へ出向いた交流の機会もおこなっている。そ
の際、本人の意思を確認しながら安全に参加
していただけるよう配慮している。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム　ふぁみりえ（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成25年7月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねな
い言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定で
きるように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとり
のペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希
望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し
ている

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を
活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

41 ―

本人の趣向に合わせたおしゃれや身だしなみ
となるよう、着ていただく洋服を更衣の際選
んで頂いたり、ご家族と行きつけの美容室に
行って頂いたり支援している。身だしなみや
おしゃれをご自分でする力が衰えてしまって
はいるが、その感情がなくなってしまってい
る訳ではないと認識し、それぞれの習慣（ひ
げそりや化粧）に合わせた支援を目指してい
るが十分とは言えない。

42 18

毎日の昼食・朝食のメニュー決めから、買い
物・調理・配下膳・後片付けに至るまで、入
居者と共に行っているが、もっと食事という
カテゴリーを細分化し、より多くの入居者が
携われるようなアプローチができるよう、ス
タッフ自身がその方法とスキルを身につけな
ければならないと感じている。

朝の寄りあい時に、翌日の朝食までのメ
ニューを相談して決めている。利用者と一緒
に旬の食材の買い出しや菜園の新鮮な野菜の
採取、調理、盛り付け、片付け等を行ってい
る。各ユニットでメニューが異なっているた
め、利用者と同じテーブルを囲みながらその
話題などで和気あいあいとした雰囲気で楽し
く食事ができるようにしている。

39 ―

些細なこともお声かけをし、本人が自分で決
められるよう働きかけ、想いや希望がいろん
な形で表せるよう努めているが、時に抜けて
しまうこともある。また、ケア方針に則り、
アクトオブバランスの観点から対応させてい
ただく事もある。お声かけ・対応の工夫や、
本人の希望の表出をどのような形でもキャッ
チ出来るようスタッフのスキルアップも必要
と考えている。

40 ―

ユニットスタッフにて、ケアの見える化を
図った事により、スタッフ全員で本人のその
人らしい暮らしを共有することができ、チー
ムケアの向上に繋がった。しかし、瞬間瞬間
における希望を引き出す工夫に不十分さを感
じる。また、職員同士声をかけあっているも
のの、他入居者との兼ね合いや業務に追われ
出来ていないことがある。寄り合いの時間を
活用しながら、スタッフ間で確認・共有を図
る必要があると感じる。

【Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援】

38 17

理念やケア方針にも、本人の誇りや人格、尊
厳を最大限尊重するということを掲げ、ケア
に当たっている。しかし、スタッフ一人一人
の理解度や、意識不足により、時に自分たち
も環境の一部という事を忘れてしまう瞬間が
ある。入居者主体の生活の場であるという認
識を深く持ち、今以上にその事を意識してい
かなければならないと感じている。

事業所の基本理念・ケア方針のもと、勉強会
やミーテイングの折に職員の意識向上を図る
とともに、日々の関わり方をリーダもしくは
サブリーダが点検し、利用者の尊厳を尊重し
たプライバシーを損ねない対応の徹底をして
いる。また、個人情報保護マニュアルを作成
し、周知徹底を図っている。

37 16

全入居者・全スタッフ・地域住民参加型、夜
間想定の避難訓練を年1回。法人全体の避難
訓練を年２回。地域での防災訓練への参加を
年1回行っている。訓練時には、連絡網の作
成・活用をし、現実に即した対応が出来るよ
う努めている。また、毎月15日に防災ミー
ティングを行い、常にイメージトレーニング
をし緊急時に備えている。

消防署協力のもと、法人合同での開催含め年３回実
施している。また毎月15日に防災ミーテイングを行
い、全職員の意識を高めている。避難訓練には利用
者や地域住民の参加があり、訓練の反省会では地域
住民から「私達（地域住民）の役割りを明確にすべ
き」「外に誘導された利用者を見守る」等の意見を
得ることができた。また、地域住民の方々の連絡網
作成や連携、防災対策の強化を図ることができた。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム　ふぁみりえ（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成25年7月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保でき
るよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとり
の口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排
泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立にむけた支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動へ
の働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめる
ように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々にそった入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息し
たり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

47 20

入浴の時間や曜日は決めておらず、お声かけ
し、本人の意志のもと入っていただけるよう
にしている。体調や食事・水分摂取量も考慮
し、バイタルチェックを行っている。体調の
回復期にある方や入浴後特変の見られる方に
関しては、事前にNsへ一報を入れておき、特
変に備えている。入浴に拒否がある方もおら
れるが、心地よく入浴される事を重視し、無
理やりではなく情動に働きかけるお声かけ・
アプローチを心掛けている。

朝の寄り合いで利用者の希望を伺い、入浴の
時間や好みの湯加減などを利用者に合わせた
柔軟な対応をしている。菖蒲湯・ゆず湯・み
かん湯などの工夫や仲の良い方同士は一緒に
入浴を楽しめるよう支援している。入浴を拒
む利用者に、散歩のとき摘んだ草花のはな湯
に誘い、「出かけて汗かいたね」と一緒に入
浴するなど、言葉かけや対応の工夫、チーム
プレイなどで支援している。

48 ―

環境面に関しては、共有スペースをいくつか
に区切り、個々人が過ごしやすいスペースと
なるよう配慮している。また、前日の夜や日
中の状態を、記録や申し送りを通して把握し
ながら、休息をとって頂いたり、入床のタイ
ミングを気にかけ支援している。睡眠だけに
囚われず、日中に活動頂くなど、生活リズム
に気掛けている。

45 19

お一人お一人の排泄のパターンや形状を生活
シートを用いて把握に努め、時間帯や習慣に
沿ってお声かけ・アプローチしている。オム
ツを使用されている方にも、日中トイレでの
排泄を行ってもらい、その際、立位保持な
ど、力の発揮の場面に努めている。サインが
ない場合でも、病気の進行や症状に合わせて
適宜アプローチし、失敗やオムツに頼らない
生活の維持に努めている。

利用者の排泄パターンや習慣に応じて、前誘
導や介助を行い、トイレで排泄ができるよう
に支援している。便秘がちの方には、牛乳・
ヨーグルト・青汁・野菜ジュース等での水分
補給、繊維質の食材や身体を動かすなどの気
配りをしている。昼間は布製パンツにパット
を利用していただく等、使用する時間帯で見
直し、おむつの使用を控え、本人の自尊心を
大切に、生きる意欲や自信に繋げるように支
援している。

46 ―

寝たきりの方であっても、出来るだけ自然排
便になるよう、希望に沿ってトイレに座って
いただく時間を作っている。生活動作を含め
た運動を心掛けたり、お腹にいい野菜ジュー
ス・ヨーグルト等の乳製品を提供する等、工
夫をしている。また、便秘の際の追加薬を
Dr.・ Ns・スタッフ間で相談し、個々人に
あった統一したケアの提供を心掛けている。

43 ―

お一人お一人の体調や摂取状態に合わせた食
事・水分形態で提供し、且つ摂取量も個別に
合わせている。また、一日の摂取量も生活
シートを用いて把握に努め、必要であればNs
へ報告し、対応している。ターミナル期の方
や一日の摂取量では栄養が不十分な方にも、
補食を提供するなど個別支援に努めている。

44 ―

お一人お一人の習慣に則り、基本的には起
床・入床時の支援に努めている。食後口腔内
に溜め込まれている方には、アプローチ行
い、スワブ等を用いて対応している。ケアの
提供を行う場についても、スタッフ間で話し
合い、適した場にて提供出来るよう努めてい
る。また、痛みの訴え等口腔内異常時には、
歯科医に連絡、往診していただき対応してい
る。
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福岡県　グループホーム　ふぁみりえ（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成25年7月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量
について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとり
の生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられる
よう支援に努めている。また、普段は行けないような場所で
も、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、
一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取
りができるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

53 ―

本人の希望に沿って、好きな時に電話出来る
環境にあり、家族への近況報告の際、ご本人
に変わったり、家族からの年賀状やお手紙に
返事を書くようアプローチし、繋がりが途切
れないよう努めている。また、筆記が難しく
なってこられた方に関しては、スタッフが代
筆させていただく事もある。

　

54 22

共有スペースが広い為、ソファや家具を用い
て細かく分け、居心地のよいと感じられる場
所で過ごして頂けるよう工夫している。ス
タッフの発する音や声によって、入居者に不
快感を与えている場面もある為、環境の一部
であるということに一人一人がもっと意識し
なければならない。

玄関周りは可愛い草花が植えられ、ホールに
は利用者が書かれた書や絵、四季折々の花が
飾られ季節感を醸しだしている。明るく清潔
で、細やかな心遣いが随所に行き届いてい
る。家庭的な家具やソファーを設えており、
廊下にも腰かけや椅子を設置している。また
ウットデッキでは外気浴を行ったり涼んだり
し、桜やハナミズキの花見のほか、たわわに
なる柿・甘夏・びわの実が日々季節を感じさ
せ、居心地よく過ごされている。

51 21

よりあいにて、買い物に行く希望を募り、毎
日外出出来る機会としているが、特定の入居
者になりがちな現状にある。思い出の場所や
月命日のお参り等、計画をたて家族にもご協
力いただき実行している。日常的に散歩した
いといわれる入居者の方には、共に時間を作
り、気分転換になるよう支援している。

朝の寄り合いで利用者の希望を伺い、買い物
や散歩など利用者のペースに沿って柔軟に対
応している。家族や近隣の方の協力を得て、
自宅へ帰られたり、外食を楽しまれたりして
いる。また、馴染みの場所でのお花見等、本
人の行きたい場所として「故郷に帰りたい」
「温泉に行きたい」など普段行けない場所で
も実現のために検討し、支援している。

52 ―

ヤクルト等の訪販や買い物時に、力に応じ
て、支払いをして頂く場面もある。預かり金
の中から、スタッフが支払いをしてしまう場
面もある為、お金を持つ事・使う事が、本人
にとって何を意味するのか考え力にあったア
プローチを行うよう努めていく必要がある。

49 ―

個々人の定期薬に関するファイルを作成、ま
たお薬手帳や処方箋も活用し、作用・副作用
の把握に努めている。追加薬に関しては、Ns
からの申送や伝達ノートを活用し、情報の共
有・与薬忘れのないよう努めている。生活に
支障をきたすような強い副作用のある薬に関
しては、Ns・Dr.と連携を図り、日々モニタ
リング・記録し迅速な対応に努めている。

50 ―

個々人の趣味・嗜好を活かし、また、出来る
力に働きかけ、散歩や買い物・料理などの家
事、外出支援をアクティビティとして行って
いるが、充分とはいえない。
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福岡県　グループホーム　ふぁみりえ（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成25年7月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項目番号

項　　　　　　目

外部評価

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士
で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地
よく過ごせるような工夫をしている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能やわかる力を活かして、
安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫してい
る

57 ―

まずは、個々人の力の把握に努め、できる事
は出来るだけ行って頂けるよう、サポートし
ている。また、手すり等、設備だけでは充分
安全の確保が難しい為、スタッフ間連携をと
り、身体機能を活かし且つ安全に暮らせるよ
う支援している。

55 ―

共有スペースでは、自由に過ごして頂けるよ
う、ソファ等を数箇所に設置し工夫してい
る。また、入居者同士会話される際には、必
要に応じスタッフが間に入ったり、座る場所
やペアリング等にも配慮しながら入居者同士
が楽しく過ごせるよう工夫している。

56 23

本人の馴染みのものが入居後も使えるよう、
入居前に持ち込むものの打ち合わせを本人・
家族と共に行っている。自宅とGHの両方に馴
染みが保てるよう配慮している。入居後も、
本人の状態やリスク面も考慮し、居室づくり
の検討を必要に応じて行っている。また、自
宅から、GHへ重点を移している段階の入居者
に関しては、家具選び等慎重に取り組んでい
る最中にある。

利用者の使い慣れた馴染みの家具や写真・思
い出の品等を持ち込んでいる。事前に職員が
自宅訪問を行い、利用者本人が安心して暮ら
せるように、家具や物品を設置し、自宅と同
じ雰囲気で過ごされている。季節の入れ替え
は利用者やご家族と一緒に行い、好みの物が
身近に有ることで、安して居心地よく過ごさ
れている。
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福岡県　　グループホーム　ふぁみりえ（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成25年7月10日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

○ 　①ほぼ全ての利用者の

　②利用者の２／３くらいの

　③利用者の１／３くらいの

　④ほとんど掴んでいない

　①毎日ある

○ 　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんど掴んでいない

63
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：32,33）

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮
らせている。
（参考項目：30）

ー

ー

61
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

ー

ー

59
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：20,40）

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：40）

ー

ー

項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：25,26,27）

項目番号

ー
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福岡県　　グループホーム　ふぁみりえ（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成25年7月10日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）
項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

項目番号

　①ほぼ全ての家族と

○ 　②家族の２／３くらいと

　③家族の１／３くらいと

　④ほとんどできていない

　①ほぼ毎日のようにある

○ 　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

　①大いに増えている

○ 　②少しずつ増えている

　③あまり増えていない

　④全くいない

　①ほぼ全ての職員が

○ 　②職員の２／３くらいが

　③職員の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての家族等が

○ 　②家族等の２／３くらいが

　③家族等の１／３くらいが

　④ほとんどいない

69 職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

70
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う。

ー

ー

67
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや
深まりがあり、事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

68
職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

ー

ー

65
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴い
ており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,21）

66
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：2,22）

ー

ー
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福岡県　　グループホーム　ふぁみりえ（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成25年7月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげてい
る

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事
業所自体が地域の一員として日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取
り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情や
ケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、協力関係を
築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

1

2

―3

介護教室や地域運営推進会議の開催、地域交
流センターを利用しカレーの店など行い、入
居者の方との交流の中でご理解いただける場
面作りを行っている。
徘徊模擬訓練を通して、認知症の方への理解
や支援方法を地域の人々と共に取り組んでい
る。

開設当初より、デンマークに学びながら認知
症を抱える本人を家族・地域と共に支える事
を盛り込んだ理念・ケア方針を掲げ、実践に
取り組んでいる。ケアミーティングや新人研
修、OJTを通して、日々理念・ケア方針の共
有・実践に繋げている。

サンフレンズ全体、身体拘束廃止委員会を設
置し、日々の確認・他部署への訪問を行い
様々な視点からケアを見つめ防止に努めてい
る。
権利擁護・身体拘束廃止の勉強会を行い、職
員への理解を意識の向上に努めている。
業務中に疑問が生じたときは、話し合い、身
体拘束をしないケアに取り組んでいる。

2

老人会主催のふれあい芸能祭の場の提供や実
行委員として参加したり、はやめ南人情ネッ
トワークを通して、巻きずしやそうめん流し
へ参加したり、小中学校から体育会やコーラ
スフェスティバルなどに招待を頂いたり、
ふぁみりえの餅つき大会へ地域住民の方を招
待したりと交流を図っている。

4

4

6

運営推進会議のメンバーや入居者ご本人、ス
タッフを交え、毎回これまで活動した内容や
今後の取り組んで行きたい事について報告
し、ご意見・ご提案頂き、入居者ご本人の希
望が実現出来るよう、取り組んでいる。防災
訓練や餅つきなどの協力を得て、ご意見・ご
提案頂き、改善に努めている。

5

5

市役所から運営推進会議メンバーに入って頂
いたり、あんしん介護相談員の方が来家され
意見を頂いたり、市職員の新人研修の受入れ
また認知症ケア研究会への参加や意見交換会
への参加も行っている。また、徘徊ネット
ワークの捜索協力など情報交換を行ってい
る。

3

項　　　　　　目

1

項目番号

【Ⅰ　理念に基づく運営】

外部評価
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福岡県　　グループホーム　ふぁみりえ（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成25年7月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待関連法について学ぶ機会を持
ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度に
ついて学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約または改定等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図って
いる

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに外部
者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く
機会を設け、反映させている

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把
握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている

7

身体拘束と同様、委員会を設置し、虐待を議
題に挙げ、身体的だけでなく精神的虐待につ
いても、スタッフが正しく理解できるよう努
めている。日々のケアの中で、入居者の状態
観察を行い、身体的変化に気をつけながら、
無意識にでも行っていないか、虐待の可能性
がないか再確認をし、もっと意識を高めてい
く機会を増やす必要がある。

10

あんしん介護相談員の定期的な来家や運営推
進会議などの地域の方との交流の場を通して
ご本人やご家族が外部の方に表せる機会を設
けている。また、家族会や来家時に意見交換
を出来る機会を作るようにして運営に役立て
ている。

12

施設全体で年1回以上自己評価を行い、個々
スタッフの状況を把握・評価する機会を設け
ている。労働時間や職場環境の把握・整備に
努めている。また、施設運営委員会等を通し
て、職務状況の把握・就労条件の改善に努め
ている。各部署で年間目標・計画を立案し、
職員が目的意識や向上心をもって働けるよう
に努めている。

―9

契約においては、ホーム長・管理者が中心と
なり、十分に時間をかけ、説明・理解・納得
を図っている。その後も随時補足・説明・相
談に応じ、理解・納得を図っている。
退居後も入院先や退居先へのフォローアップ
も対応している。

11

―

各ユニット職員の意見や提案をリーダー会議
で検討したり、全体の運営会議や個別的にも
意見交換の場を設けている。上司の意見が絶
対ではなく、皆の意見を交わせる雰囲気を
作っている。多くの視点で入居者の生活を支
えられるよう、スタッフ間でのコミュニケー
ションを図るよう努めている。

8

7

8

職員の理解が深まるよう施設全体の身体拘束
廃止委員会により、権利擁護に関する勉強会
をしたり、地域包括支援センターとの連携に
より、新人教育や現認教育の中で、日々の権
利擁護及び成年後見任制度の学習をしている
が、実践の中で事例が少なく、実際の対応力
としては不十分さを感じる。

6

―
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福岡県　　グループホーム　ふぁみりえ（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成25年7月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっては
性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにしてい
る。

また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮して
い生き生きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が十分
に保障されるよう配慮している

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、利用者に対する人権を尊重する
ために、職員等に対する人権教育、啓発活動に取り組んでい
る

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を
把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作り、
ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めてい
る

【Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援】

18

入居前にご自宅へ訪問させて頂いたり、ご本
人の自宅での家族との生活の様子をうかがっ
たり、人生史はもちろん、生活歴や趣味・思
考など教えて頂いている。入居の段階より、
ご本人同じだけ御家族とも話し合いコミュニ
ケーションをとらせて頂き、不安や不満の一
つ一つに丁寧に対応させていただいている。

―

16

グループホーム協議会や認知症ケア研究会の
活動、実践報告会に参加することにより、意
見交換する場や学ぶ機会を作っており、お互
いにサービスの向上に取り組んでいる。
はやめ人情ネットワークや徘徊ネットワーク
を通して、地域の同業者としての協同が得ら
れている。

―

17

馴染みの関係を作る為に自宅訪問や体験利用
や通所を行い、本人との交流を大切に行って
いる。本人とじっくり向き合いながら訴えを
受け止め、C-1-2に情報を落とし、職員間に
て共有する。生活史質問リストや人生史を活
用し、出来る限り、本人理解のために情報収
集を行っている。

―

10

15

グループホーム協議会の全体研修やブロック
研修、認知症ケア研究会、認知症実践者研
修、リーダー研修、管理者研修への参加を含
め職員1人1人に応じた研修を計画して行って
いる。

―

14

勉強会や職員全体研修会などで常に東翔会の
基本理念である「人権の尊重」や「ノーマリ
ゼーション」の思想の啓発を図ったり、法人
独自の長年に渡るデンマーク研修に、積極的
に職員を派遣するなどして、人権教育に力を
入れている。また、職員だけでなく、ボラン
ティアや他事業所、住民への啓発も行ってい
る。

13

職員の採用にあたっては、公平性を意識して
いる。
個々の性格・特徴にも目を向け、専門性や人
と人との関係性など考慮している。最大限職
員の勤務に対する希望を組み入れ、誰もが生
き生きと勤務できる職場作りに努めている。

9
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福岡県　　グループホーム　ふぁみりえ（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成25年7月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らしを
共にする者同士の関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人と家
族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係
が途切れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用
者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を
大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

22

ご本人の人生史や趣味・思考を知り、生活す
る場が変わっても、それが継続出来るように
努めている。ご家族の協力のもと、長年勤め
てこられた会社の行事に参加されたり、馴染
みの美容室の利用、毎日通い慣れた店での買
い物等、支援している。

24

サービス利用が終了してもご本人、ご家族へ
施設行事にお誘いしたり、時に現状報告を
行っている。入居者の方が入院された場合も
馴染みのスタッフが時折訪問したり、退居や
お亡くなりになられた時も、お墓参りや法要
に参加させて頂いている。

―

11

23

入居者の方同士が、互いに支え合い、力を発
揮されるようスタッフが出来るだけ黒子に
なって対応している。入居者同士が声を掛け
合ったり、共に家事をされたりする場面を支
え合う関係として捉えている。時に気の合う
方同士で入浴や外出などして頂いている。

―

21
誕生日会や旅行、家族介護教室、外出、買い
物などご家族の協力を頂き、共に喜び合える
時間、機会をつくっている。

20

ご本人の生活の場であるグループホームで、
自身の力を発揮して頂けるよう場面場面で役
割を持って頂いたりしている。人生の大先輩
である皆様を常に敬い、また皆様から学ばせ
て頂き、我々も支えて頂きながら生活を共に
している。

―

―

19

ケアマネやソーシャルワーカーとホーム長・
管理者・ユニット担当者が十分に話し合い、
利用者・家族のニーズの検討を行うと共に、
スタッフ間でもこまめに話合い、ご本人の要
望に沿ったサービスの提供が出来るよう努め
ている。また、他のサービス利用のニーズに
ついてはリハビリや訪問看護、かかりつけ
医、ケアマネ、看護師と連携している。

―
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福岡県　　グループホーム　ふぁみりえ（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成25年7月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めて
いる。困難な場合は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これ
までのサービス利用の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現
状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

　本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見
やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作成してい
る

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録
に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの
多機能化に取り組んでいる

入居されてからの生活を支援する上で、本人
や家族、以前利用されていた事業所から情報
を収集し、人生史・生活歴・生活環境などの
把握に努めている。入所後もこれまでと変わ
りない生活が出来るよう支援している。

25

生活史シート等から、これまでの生活歴や
日々の生活の中で朝の寄り合いや会話・表情
から気持ちをくみ取り一人ひとりの希望や願
いをしっかり把握し、スタッフだけでなく、
ご家族からの情報や希望も含め、本人本位、
意向の把握に努めている。

12

―

29

日々の様子や状態については、各スタッフで
日々記録に記入しているが、ケアプランとの
関わり、実践や発見・気づきが埋もれてし
まったり、活かしきれてない現状はある。
日々記録のフォーマットの変更等、工夫して
いる。

28

ご本人、ご家族の思い、希望、要望など日々
の生活を共にする中での意見を聞かせて頂
き、それを反映させている。またＤｒやＮｓ
の意見を参考にしながら、ご本人を取り巻く
皆様からの意見・アイデアをもとに作成して
いる。

26

30

外出や外泊への対応はもちろん、体調が悪く
なられたり、リハビリを必要とされる方へ訪
問看護を利用して頂いたり、以前利用されて
いたサービスへ遊びに行かれたり、その時に
応じて対応させて頂いている。

―

13

―

27

一人一人とじっくり接する事でみえてくる暮
らしの中で出来ない事ではなく、出来る事に
視点をむけ、日々記録・ケアカンファ・ス
タッフとの情報の共有などで現状の把握に努
め、力を発揮して頂いている。

―

【Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント】
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福岡県　　グループホーム　ふぁみりえ（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成25年7月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人
が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと
ができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られ
たかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、
職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から
本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けてい
る

入院された場合は、家族と協力しながら、ス
タッフも足を運び状態や本人の様子を把握し
情報共有している。本人の入院による不安や
ダメージが最小限となられるよう、定期訪問
や病院へC-1-2等の情報も提供している。

31

常勤看護職員や法人内の看護職との連携を図
り、日々の関わりの中での気づきを相談し入
居者の状態の把握に努めている。

14

施設全体で定期的に急変時の対応、手当の訓
練、勉強会に参加している。また、各職員も
急変マニュアルの把握や報告・相談・指示な
どの伝達マニュアルを確認している。

35

状態の変化に応じて、十分に話し合いを重
ね、主治医や家族を交え数回にわたって確認
書を交わしご本人・ご家族の意向を共有して
いる。重度化・看取りの場合においても本
人・家族の希望を最大限尊重している。しか
しＧＨでの限界も理解して頂き、その範囲で
希望に沿い安心して過ごして頂ける様、チー
ムで最善を尽くしている。

32

ご本人、家族、医師、職員を交え、意向確認
して、かかりつけ医を決定している。
往診・受診も定期的に対応頂いている。日頃
の受診や往診を含めFAXでの状態報告や上申
指示受け等、かかりつけ医と連携を行い、適
切な医療が受けられる様に支援している。

34

36 ―

15

33

―

駛馬人情ネットワークや運営推進会議委員の
方々、小中学校の生徒、先生、保育園との交
流、徘徊模擬訓練への参加等、様々な交流を
図り、活動への理解や入居者の生活を感じて
頂いている。
防災訓練では、地域の方に協力して頂き入居
者と一緒に参加して頂いている。

―

―
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福岡県　　グループホーム　ふぁみりえ（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成25年7月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねな
い言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定で
きるように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとり
のペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希
望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し
ている

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を
活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

39

42

16

18

40

【Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援】

37

ふぁみりえで年1回、施設全体での防災訓練
を年2回実施し、地域住民の方にも参加して
頂いている。又、毎月1回の防災ミーティン
グにて災害時の対応を話し合い、緊急時の対
応に備えている。（現場点検チェック表・夜
間の防災チェック表と点検・日々の火元
チェックも活用している。）

日々の会話の中から聞かせて頂いたり、寄合
や運営推進会議などでも発表して頂く場を設
けているが、不十分だと感じている。もっと
お一人お一人の思いや希望を聞けるような取
り組みをしていくことが、今後の課題であ
る。

―

寄り合いでメニューを決め、材料を買いに行
き、調理・片づけ等、皆さんのお力を発揮し
て頂きながら、進めていくようにしている。
食事は入居者同士のペアリングにも配慮しな
がら楽しいひと時となる様対応させて頂くよ
うにしている。

―

入居者の方々が主体者であり、お一人お一人
の生活スタイル・ペース・希望を最大限に尊
重、優先するよう心掛けている。しかし忙し
さを言い訳に職員主体となってしまう場面が
時にみられる。

41

毎朝、一緒に洋服を選んで頂いたり、今まで
使っておられた化粧水等を起床時には使って
頂いたりしている。美容室も行きつけの所に
いけるよう家族の協力のもと、実現したり、
染髪をしたり、今までと変わらない支援が出
来るよう工夫している。

―

38

理念やケア方針のもと対応しているが、場合
によっては、その場にふさわしくない声かけ
を行っていることがある。
日々、スタッフ同士が、その場面場面をとら
え、お互いに声を掛け合い、ケアミーティン
グにて気づきを反映できるようにしている。

17
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福岡県　　グループホーム　ふぁみりえ（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成25年7月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保でき
るよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとり
の口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排
泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立にむけた支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動へ
の働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめる
ように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々にそった入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息し
たり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

48

お一人お一人の生活リズムや状態に応じ入床
や起床の支援を行っている。良眠出来るよう
温度や湿度・音・照明などにも配慮してい
る。重度化の方においては、良眠出来るよう
体位変換やケアカンファレスにおいてケアの
統一を図っている。また出来るだけ薬に頼ら
ないようＤｒと連携している。

―

職員の都合だけにならないよう入浴の準備を
常にしており、曜日や時間で決めないように
取り組んでいる。入浴を楽しまれるよう音楽
や季節に応じたしょうぶ湯やゆず・みかん湯
の利用、馴染みやお気に入りのシャンプーの
利用をしたり、ペアリングにも配慮してい
る。また同性介助で出来るだけ行っており、
入浴が難しい時には清拭をさせて頂いてい
る。

19

20

排泄チェック表を使い、排泄パターンの把握
に努め、食事の前後や外出前のトイレの声掛
けを行い、失敗しない様配慮している。
日中は、リハパンではなく、なるべく普通の
パンツを使用して頂いたり、本人に適した
パットを使用して頂いている。

47

45

―

―

―44

必ず毎食後ではなく、入居者の生活スタイル
に従って支援している。
対応が難しい入居者の方においては、ドク
ターやナースと相談し対応させて頂いてい
る。。

46

一日を通しての栄養摂取や水分摂取が適度に
とれるようにしている。食事が入らない方に
は、エンシュア等の栄養補助食品を摂取頂い
たり、、水分摂取においては、ゼリーや好み
の物を提供している。しかし体調の変化等を
しっかりとらえてまだ工夫や働きかけには不
十分だと感じている。。

内服薬に頼らず、自然排便に繋がるよう乳製
品や青汁、食物繊維の摂取などして頂いてい
る。その他にも運動や腹部マッサージを取り
入れながら無理のない排便に努め、ＤｒやＮ
ｓとも協力しながら対応している。

43
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福岡県　　グループホーム　ふぁみりえ（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成25年7月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量
について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとり
の生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられる
よう支援に努めている。また、普段は行けないような場所で
も、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、
一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取
りができるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

54

ご自宅の次に安心出来る場所になってないい
う意識のもと皆様のお力を発揮して頂きなが
ら住みやすさ・掃除・環境整備を行ってい
る。居心地の良さを追求する為、スタッフ自
身が最大の環境要因であるという意識の元、
言動に配慮している。花や風・音など出来る
だけ周りの自然を取り入れるようにしてい
る。

―

22

52

各入居者の預り金を一括して施設で預かる事
はせず、本人の希望と安全面の配慮から可能
な限り、ご自分でお持ち頂くよう支援してい
る。外出時や訪問販売などご自分で支払する
機会も作っている。

53

ご本人の希望に沿って好きな時に連絡がとれ
るようにしている。手紙などの返事を書かれ
る場合、本人の文章にプラスして解説をつけ
たり、代筆しながらやり取りの支援をしてい
る。

―

50

入居前からの楽しみ事や趣味・嗜好が入居後
も途切れる事のないよう支援している。やり
がいや喜び・楽しみなどが日々の生活の中に
充実出来るよう毎日の寄合を通して支援して
いる。

―

21

ご本人が必要とされるものの買い物へ行った
り、地域行事への参加や家族との昼食会など
はもちろん、遠方に住んでおられる家族に会
いに行ったり、家族や地域の方々に協力を頂
きながら出来る限り行っている。

51

49

薬の変更による症状の変化が考えられる場合
は、２４Ｈシートを利用し状態の変化を全員
で理解、確認できるよう対応している。薬剤
情報や副作用についてＮｓから説明を受けて
いる。

―
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福岡県　　グループホーム　ふぁみりえ（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成25年7月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士
で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地
よく過ごせるような工夫をしている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能やわかる力を活かして、
安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫してい
る

57

入居者が分かる言葉でトイレの表示をした
り、窓ガラスの目線にシールを貼り、入居者
が気付きやすい様工夫をしている。また、入
居者にあった椅子を使用して頂いたり、必要
に応じては、御家族と相談して椅子の購入も
して頂いている。設備面では、手すり等の設
置は整っているが、小物やソファー等を置い
てあり、見直しが必要だと感じている。

56

55 ―

23

ホールの共有スペース以外にも、さまざまな
場所にソファーやテーブル等配置し、お一人
でも安心して過ごして頂いたり、気の合った
方同士で過ごせるよう支援しているが、小居
間の活用等まだ改善すべき点もある。

―

ご本人はもとより、ご家族の皆様と相談・協
力して、使い勝手が良く、居心地の良い雰囲
気の居室となるよう、これまで使ってきた馴
染みの品々を使用して頂いたり、壁にも絵画
や思い出の写真・ポスターなどを飾らせても
らっているが、時にリスクへの配慮から殺風
景と感じる居室もある。
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福岡県　　グループホーム　ふぁみりえ（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成25年7月10日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

　①ほぼ全ての利用者の

○ 　②利用者の２／３くらいの

　③利用者の１／３くらいの

　④ほとんど掴んでいない

○ 　①毎日ある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんど掴んでいない

項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：25,26,27）

項目番号

ー

59
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：20,40）

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：40）

ー

ー

61
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

ー

ー

63
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：32,33）

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮
らせている。
（参考項目：30）

ー

ー
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福岡県　　グループホーム　ふぁみりえ（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成25年7月10日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）
項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

項目番号

○ 　①ほぼ全ての家族と

　②家族の２／３くらいと

　③家族の１／３くらいと

　④ほとんどできていない

　①ほぼ毎日のようにある

○ 　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

　①大いに増えている

○ 　②少しずつ増えている

　③あまり増えていない

　④全くいない

　①ほぼ全ての職員が

○ 　②職員の２／３くらいが

　③職員の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての家族等が

○ 　②家族等の２／３くらいが

　③家族等の１／３くらいが

　④ほとんどいない

65
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴い
ており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,21）

66
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：2,22）

ー

ー

67
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや
深まりがあり、事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

68
職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

ー

ー

69 職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

70
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う。

ー

ー
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福岡県　　グループホーム　ふぁみりえ（ユニット３） 自己評価および外部評価結果 平成25年7月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげてい
る

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事
業所自体が地域の一員として日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取
り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情や
ケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、協力関係を
築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

外部評価

開設当初より、デンマークに学びながら認知
症を抱える本人を家族・地域と共に支える事
を盛り込んだ理念・ケア方針を掲げ、実践に
取り組んでいる。ケアミーティングや新人研
修、OJTを通して、日々理念・ケア方針の共
有・実践に繋げている。

2

市役所からは運営推進会議のメンバーに入っ
て頂いたり、あんしん介護相談員として来家
して頂き意見を頂いている。また、所在不明
の方の捜索の参加（愛情ねっと）や、市役所
職員の研修の受け入れ、認知症ケア研究会へ
の研修の参加などを行っている。

4

4

運営推進会議において、ふぁみりえの活動内
容の報告や、入居者の想いを話し合ったり、
防災訓練や餅つきなどへの協力の要請とその
後に今後の参考になる意見を頂き改善に努め
ている。

3

項　　　　　　目

1

項目番号

【Ⅰ　理念に基づく運営】

1

5

2

―

防犯としての21時以降の玄関の施錠、門扉の
封鎖はあるが、サンフレンズ全体として独自
に身体拘束廃止委員会を持ち、各部署で不定
期に見に行く等をして、身体拘束が行われな
いようにしている。研修や勉強会で職員が身
体拘束について学ぶ機会を持ち、日頃より職
員同士で再認識を行っている。

6

入居者のその日の状況、また職員体制に応じ
て公園清掃や地域のお祭りやイベントに参加
をしている。地域の小・中学校からは体育祭
やコーラスフェスティバルなどに招待を頂い
たり、ふぁみりえの行事に招待したりと交流
を行っている。

3

きてみてテラス通信という地域向け通信の発
行を定期的に行っており、日々の取り組みや
認知症についての情報発信を行っている。ま
た、運営推進会議、はやめ南人情ネットワー
クへの参加、小中学校との交流等、地域との
関わりの中で地域の方に情報発信を行ってい
る。

5
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福岡県　　グループホーム　ふぁみりえ（ユニット３） 自己評価および外部評価結果 平成25年7月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

項　　　　　　目

項目番号

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待関連法について学ぶ機会を持
ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度に
ついて学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約または改定等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図って
いる

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに外部
者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く
機会を設け、反映させている

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把
握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている

8

地域権利擁護事業や成年後見制度について
は、地域包括と連携して入居者の必要に応じ
てご家族と話し合い、活用できるよう支援し
ている。職員の知識を深めるために成年後見
制度等の勉強会を開催して学んでいるが、知
識としては細部までご家族に説明出来る所ま
では至っていない。

―

6

10

あんしん介護相談員の定期的な来家や運営推
進会議などの地域の方との交流の場を通して
ご本人やご家族が外部の方に表せる機会を設
けている。また、家族会や来家時に意見交換
を出来る機会を作るようにして運営に役立て
ている。

7

9

入居の契約の際にはホーム長、管理者がご本
人や家族と充分に時間を設け、説明をして、
理解・納得を図っている。入居後も不明な点
があれば、説明や相談に応じている。

―

12

施設全体で年1回以上自己評価を行い、個々
スタッフの状況を把握・評価する機会を設け
ている。労働時間や職場環境の把握・整備に
努めている。また、施設運営委員会等を通し
て、職務状況の把握・就労条件の改善に努め
ている。各部署で年間目標・計画を立案し、
職員が目的意識や向上心をもって働けるよう
に努めている。

―

11

各ユニット職員の意見や提案をリーダー会議
で検討したり、全体の運営会議や個別的にも
意見交換の場を設けている。上司の意見が絶
対ではなく、皆の意見を交わせる雰囲気を
作っている。多くの視点で入居者の生活を支
えられるよう、スタッフ間でのコミュニケー
ションを図るよう努めている。

8

7

身体拘束と同様、委員会を設置し、虐待を議
題に挙げ、身体的だけでなく精神的虐待につ
いても、スタッフが正しく理解できるよう努
めている。日々のケアの中で、入居者の状態
観察を行い、身体的変化に気をつけながら、
無意識にでも行っていないか、虐待の可能性
がないか再確認をし、もっと意識を高めてい
く機会を増やす必要がある。
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福岡県　　グループホーム　ふぁみりえ（ユニット３） 自己評価および外部評価結果 平成25年7月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

項　　　　　　目

項目番号

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっては
性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにしてい
る。

また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮して
い生き生きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が十分
に保障されるよう配慮している

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、利用者に対する人権を尊重する
ために、職員等に対する人権教育、啓発活動に取り組んでい
る

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を
把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作り、
ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めてい
る

13

性別や年齢等に囚われず、平等性・公平性を
重視しながら採用を行うよう配慮している。
また、職員の個性・特性を活かした（活かす
ことができる）機会作りや部署移動などを検
討している。

9

10

15

グループホーム協議会の全体研修やブロック
研修、認知症ケア研究会、認知症実践者研
修、リーダー研修、管理者研修への参加を含
め職員1人1人に応じた研修を計画して行って
いる。

―

14

勉強会や職員全体研修会などで常に東翔会の
基本理念である「人権の尊重」や「ノーマリ
ゼーション」の思想の啓発を図ったり、法人
独自の長年に渡るデンマーク研修に、積極的
に職員を派遣するなどして、人権教育に力を
入れている。また、職員だけでなく、ボラン
ティアや他事業所、住民への啓発も行ってい
る。

17

ふぁみりえへの入居前からご自宅や施設に訪
問して、ご本人、またご家族との関係作りを
行っている。その時の聞き取りをアセスメン
トシートに記入して、少しでも早くふぁみり
えになじんで頂けるように努めている。

―

16

グループホーム協議会や認知症ケア研究会の
活動、実践報告会に参加することにより、意
見交換する場や学ぶ機会を作っており、お互
いにサービスの向上に取り組んでいる。
はやめ人情ネットワークや徘徊ネットワーク
を通して、地域の同業者としての協同が得ら
れている。

―

18

入居の契約を交わす段階より、ご家族と話し
合う機会を多く持ち、認知症について理解し
て頂いたり、家族の気持ちや不安、意向を充
分に聴くようにしている。また家族や利用者
本人宅への訪問も行っている。

―

【Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援】
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福岡県　　グループホーム　ふぁみりえ（ユニット３） 自己評価および外部評価結果 平成25年7月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

項　　　　　　目

項目番号

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らしを
共にする者同士の関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人と家
族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係
が途切れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用
者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を
大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

19

ケアマネやソーシャルワーカーとホーム長・
管理者・ユニット担当者が十分に話し合い、
利用者・家族のニーズの検討を行うと共に、
スタッフ間でもこまめに話合い、ご本人の要
望に沿ったサービスの提供が出来るよう努め
ている。また、他のサービス利用のニーズに
ついてはリハビリや訪問看護、かかりつけ
医、ケアマネ、看護師と連携している。

―

20

入居者の残存能力を大切にし、日々の暮らし
の中や入居者のアクティビティの場面で、力
を発揮できる場を作っているが、業務や等の
時間に追われ、力を奪っている場面も見られ
る。

―

―

22

帰宅支援、また馴染みの美容室やスーパーへ
の外出、地域のイベントやお祭りなどに参加
する等を行っている。また、馴染みの知人が
来家される事もあり、地域との関わりを重視
している。

11

21

ご家族には入居者との外出や旅行、お誕生会
等でのご協力を頂いている。ご家族の入居者
への想いを大切にしながら、ご家族と情報を
共有し、ともに支援をしていく事を心掛けて
いる。

24
ご逝去された入居者の偲ぶ会をご家族と行っ
たり、その後にもイベントへのお声掛けなど
を行い、関係性の継続に努めている。

―

23

朝の寄り合いや日々の会話などに職員が間に
入りながら関係づくりに努めている。入居以
降から築かれた入居者同士の人間関係、入居
者同士の助け合いを大切にしながらも状況に
合わせてペアリングに配慮し、皆で支えあっ
て生活できるように支援している。

―

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　　グループホーム　ふぁみりえ（ユニット３） 自己評価および外部評価結果 平成25年7月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

項　　　　　　目

項目番号

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めて
いる。困難な場合は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これ
までのサービス利用の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現
状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

　本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見
やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作成してい
る

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録
に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの
多機能化に取り組んでいる

―

【Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント】

26

12

入居前からご家族には本人の今までの生活の
様子を伺い、人生史や生活習慣等の情報を
シートに記入して頂き、情報収集を心掛けて
いる。また入居後も本人からも普段の会話の
中からどのような暮らし方をしていたか等を
伺い、シートに追記する事で把握に努めてい
る。

25

朝の寄り合いなどで食事やその日の計画を立
てたり、また日々の会話からも希望や要望を
取り入れている。希望・意向の把握が困難な
際にはご家族とも十分に話し合いを行い、本
人の視点に立った支援を行っている。セン
ター方式のＣ－１－２を作成・使用し希望、
意向の把握に努めている。

28

24時間シートや日々記録をもとにケアカン
ファレンスを行い、またご家族の想いや主治
医、看護師からの意見を参考にしながら、ご
本人にとってより良い介護計画を作成しより
良い支援が出来るように心掛けている。

27

暮らしの中で少しでも変化や気付きがあれば
日々記録に残している。それを読むまたは申
し送る事で職員間の情報の共有を図ってい
る。また、明らかな様子の変化時には24時間
シートを活用している。

―

13

―

29

日々記録にケアプランと付随しながら記録を
し、また毎日の暮らしの中での実践や入居者
の変化や職員の気付きがあれば確実に記録に
残し、職員間の情報の共有に努めている。そ
れらをもとに定期的にケアカンファレンスを
行いながらその後の介護計画の見直しを行っ
ている。

―

30

地域包括と連携して成年後見制度を活用した
り、また、必要・要望に応じて帰宅支援を
行ったり、隣接する認知症デイと協力しなが
ら支援を行うなど各入居者独自のニーズに対
応している。
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福岡県　　グループホーム　ふぁみりえ（ユニット３） 自己評価および外部評価結果 平成25年7月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

項　　　　　　目

項目番号

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人
が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと
ができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られ
たかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、
職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から
本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けてい
る

―

―

入居者が入院された場合には出来るだけ頻回
に訪問している。入院される際には、看護サ
マリーやセンター方式Ｃ-１-２のシート等で
普段の様子や本人の特徴等を情報提供を行っ
ている。リハビリをふぁみりえで行うなど出
来るだけ早期に退院できるよう話し合い、退
院計画を立てている。

36 ―

34

15

32

急変時の対応マニュアルを作成しており、勉
強会などでＡＥＤの使用方法や応急手当や救
急蘇生などを学び、急変、事故発生時に備え
ている。しかし、落ち着いた行動が出来るか
には疑問もあり、今後勉強会の回数を増やし
たり自主的に学んでいく必要がある。

35

契約の段階から重度化や終末期についての本
人と家族の希望を伺っている。また、終末期
には、家族、職員、主治医と繰り返しムンテ
ラや話し合いをもち、確認書を交わしたり変
更、追記を行うことで、最後まで本人らしく
終末期を迎える事が出来るように皆で方針を
共有している。

入居者一人一人の主治医への受診や往診の際
に、近況の報告を行っている。また訪看看護
師やふぁみりえの看護師から電話やＦａｘに
て状態報告や、情報提供書をお渡しする等、
主治医と連携を行い、適切な医療が受けられ
る様に支援している。

14

33

ふぁみりえに看護職員が数名おり、職員から
日々の気付きや近況報告を行いっている。ま
た、看護師を通じて主治医に報告を行い、適
切な受診、看護が受けられるよう支援してい
る。また訪問看護師や理学療法士の協力を得
て、入居者のリハビリや健康管理に努めてい
る。

31

地域の小学校や中学校の学習発表会、運動会
などに招待され、こちらから学校に足を運ん
だり、ふぁみりえの行事に招待したりなど、
日頃より地域との連携を図っている。年に一
回の防災訓練では、運営推進委員や地域の方
の協力のもと行っている。

―
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福岡県　　グループホーム　ふぁみりえ（ユニット３） 自己評価および外部評価結果 平成25年7月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

項　　　　　　目

項目番号

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねな
い言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定で
きるように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとり
のペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希
望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し
ている

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を
活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

39

午前中よりあいを行い、その日の予定や献立
などの話し合いをして、暮らしのなかで入居
者の自己決定が出来るように支援をしてい
る。運営推進会議などで本人の思い、希望を
表す機会を設け、実現が出来るように支援を
行っている。

―

38

日頃よりふぁみりえの基本理念のもとに支援
を行い、各種会議や勉強会、ミーティングな
どで振り返りを持つなどしているが、日々の
対応の中で充分には出来ていない事が時折見
られる。

17

41

起床時に一緒に洋服を選んだり、要望があれ
ば染髪を行ったり、馴染みの美容室に出掛け
たりなどの支援を行っている。しかし、食べ
こぼしや汚れ、ヒゲそりなどに配慮していな
い事も時折あり、充分に行えていない事があ
る。

40

日々の生活において、または外出やイベント
への参加、アクティビティのお声掛けの際に
は、入居者のペースを最優先に考え、希望や
意向を確認しているが、入浴や掃除などで
は、滞ってしまっている入居者の方を優先し
てしまう事がある。

―

42

―

朝のよりあいで皆で献立を決めて、一緒に買
い物に出掛けたり、テーブル拭き、お茶汲
み、配膳や簡単な調理補助をお願いする等を
行っている。

18

【Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援】

37

ふぁみりえで年に一回、母体のサンフレンズ
主体で年に二回の避難訓練を行っている。避
難訓練では火災や地震、津波を想定した訓練
を行ったり、月に一度の防災ミーティングを
行い、落ち着いて適切な行動が出来るように
している。避難訓練には地域の方にご協力・
参加をして頂いており、その後の反省会で出
た意見を参考に次の避難訓練に活かしてい
る。

16
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福岡県　　グループホーム　ふぁみりえ（ユニット３） 自己評価および外部評価結果 平成25年7月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

項　　　　　　目

項目番号

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保でき
るよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとり
の口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排
泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立にむけた支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動へ
の働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめる
ように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々にそった入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息し
たり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

―

1945

排泄チェック表により排泄パターンを把握
し、また入居者のサインを見逃さないように
声かけをしたりトイレ誘導を行い、できるだ
けオムツをしなくても良いように心掛けてい
る。オムツを使用する際にも種類、使用頻度
を検討している。失禁時は声掛け等にも配慮
している。

日頃の食事の中で野菜を多めに摂る事を心掛
けたり、入居者によってはヨーグルト、プ
ルーンを定期的に食して頂くなど、出来るだ
け薬に頼らない予防を行っている。散歩や運
動も取り入れているが、下肢筋力の低下によ
り、入居者によっては少ないことがある。

―

20

46

47

基本的には午前午後関わらず、何時でも入浴
対応を行っている。入居者の希望や習慣（時
間、回数など）に応じた入浴支援を行ってい
る。しかし、時間帯によっては職員体制が十
分でなく、対応できない事もある。

43

個人の好みや入居前の習慣などを考慮して、
個人個人に応じた飲み物を提供している。ま
た、咀嚼や嚥下の能力の低下の状況をみて、
小さく切ったり、ソフト食に移行したりして
いる。

―44

歯科医の往診時に報告、また助言を頂きなが
ら、食後に入居者と一緒に、または介助によ
り口腔ケアを行っている。義歯は夜間預か
り、洗浄剤にて保清を行っている。

48

日中に眠気、疲労が見られる場合には状態に
応じて居室、ソファ、小居間などで休息出来
るようにしている。夜間に入居者が眠れない
場合などには、飲み物を提供したり、24時間
シートを用いて日中の過ごし方を把握、ケア
カンファを開いて打開策を皆で考えながら支
援している。

―
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福岡県　　グループホーム　ふぁみりえ（ユニット３） 自己評価および外部評価結果 平成25年7月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

項　　　　　　目

項目番号

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量
について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとり
の生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられる
よう支援に努めている。また、普段は行けないような場所で
も、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、
一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取
りができるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

―

50

入居者個々の生活暦や習慣、好みなどをアセ
スメントシートで把握し、地域の行事、小中
学校との交流などを通して、また入居前の生
活からの楽しみの継続や、残存能力を活かし
た役割等をお願いする事で張り合いのある
日々を過ごして頂けるように支援している。

―

49

定期的に頂いている薬情報をファイルにまと
め、また新たに追加となった薬、風邪薬等の
臨時薬は申し送りノートに記載して周知を
し、職員が目的や副作用などを確認できる様
にしている。しかし定期薬を完全に全てを職
員が正しく理解しているとは言えない。

51

―

21

朝の寄り合いでその日の予定を伺ったり、ご
本人の思い出の場所、イベントなどにはご家
族の協力を得ながら外出支援をしている。勤
務状況により難しい場合には日を改めて計画
する事で、出来るだけ希望を叶えられる様に
外出支援を行っている。

22

52

ご家族から預かり金として本人のお金を預
り、好きな時に欲しい物を購入したり、遣う
事が出来るようにしている。残存能力による
が、支払い時には本人にお金を渡し、支払う
事が出来るように等を行っている。

53

ふぁみりえの各居室には電話を設置すること
が出来るようになっている。また、入居者が
ご家族に電話をしたいという訴えに関しても
ご家族に協力を得ながら家に電話をするなど
対応をしている。また遠方のご家族への送付
の際には一言を書いて頂いて一緒に送る等の
対応を行っている。

―

54

ホール、廊下などに入居者が描いた絵や書
道、日々の写真を飾ったり、季節感のあるも
のを置いたりして、居心地よく過ごせるよう
にしている。しかし、飾りっぱなしになった
りする事も多く定期的に更新できるよう心掛
けていく。
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福岡県　　グループホーム　ふぁみりえ（ユニット３） 自己評価および外部評価結果 平成25年7月10日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

項　　　　　　目

項目番号

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士
で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地
よく過ごせるような工夫をしている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能やわかる力を活かして、
安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫してい
る

―

ふぁみりえに入居前にご自宅へ訪問させて頂
き、家族と話し合いながら、馴染みの使い慣
れた家具、ソファ、仏壇などを持ち込んで頂
き、配置も家にあった時に出来るだけ近くす
るなど工夫をしている。

57

各居室の表札やトイレの表示、窓ガラスの目
線にシールを張ったりなど、入居者の場所の
間違いや失敗がないよう、存在に気付かれる
ように工夫をしている。また、入居者に合わ
せたテーブル、椅子等を工夫している。

56

55 ―

23

共用空間であるホールの食卓やテレビ側のソ
ファ、小居間などでその時の状況、入居者に
合わせた、居場所を工夫しているが、共用空
間内では独りになることは難しく、その場合
は居室での対応になってしまう。
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福岡県　　グループホーム　ふぁみりえ（ユニット３） 自己評価および外部評価結果 平成25年7月10日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

　①ほぼ全ての利用者の

○ 　②利用者の２／３くらいの

　③利用者の１／３くらいの

　④ほとんど掴んでいない

　①毎日ある

○ 　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

○ 　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

○ 　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんど掴んでいない

63
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：32,33）

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮
らせている。
（参考項目：30）

ー

ー

61
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

ー

ー

59
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：20,40）

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：40）

ー

ー

項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：25,26,27）

項目番号

ー
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福岡県　　グループホーム　ふぁみりえ（ユニット３） 自己評価および外部評価結果 平成25年7月10日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）
項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

項目番号

　①ほぼ全ての家族と

○ 　②家族の２／３くらいと

　③家族の１／３くらいと

　④ほとんどできていない

　①ほぼ毎日のようにある

　②数日に１回程度ある

○ 　③たまにある

　④ほとんどない

　①大いに増えている

○ 　②少しずつ増えている

　③あまり増えていない

　④全くいない

○ 　①ほぼ全ての職員が

　②職員の２／３くらいが

　③職員の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての家族等が

○ 　②家族等の２／３くらいが

　③家族等の１／３くらいが

　④ほとんどいない

69 職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

70
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う。

ー

ー

67
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや
深まりがあり、事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

68
職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

ー

ー

65
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴い
ており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,21）

66
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：2,22）

ー

ー
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